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私費外国人

帰 国 生

χを大きくしていく極限は,〃 に対して η宅を大きくする極限なので,

イこ″ を無視して れ のみの系と考えればよいことになり,躍 が自由落下する

ときの加速度 α=♂ に近づく。よつてノ=α/θ は 1に近づく。

実質的

与みられた定義からy=う =デ缶=ゞ箸=為 =~差
+1である。これはノ=

_生 で表される曲線を,χ 軸の負の方向に 1,ノ 軸の正の方向に 1だけずらし
χ

た曲線なので,以下のようになる。漸近線は χ=-1,ノ =1の 2つである。
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ひもの張力の大きさを Tと し,Aと Bの運動方程式は,そ れぞれ ″α=

T,碗α=確θ―Tと なることから,加速度は α θである。
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水が 0°Cになるためには

200g×
(20°
C-0°C)× 4.2チ /(g・ K):=16800,

ょって 16800Jの熱量が氷に奪われたことになる。この熱量
によって z[g]の

氷が溶けたとすると,

16800J=Z[g]X334,/g

より,z=50.38であることがわかる。よつて残った氷の量は

60g-50.3g=9.7g≒ 10g

が溶けずに残つたことになる。

=334,/g x10g+10g X(ノ ー0°C)X4.2J/(g`K)

より, ノ=15.3≒ lS°C

水が ノ [℃]に なったとすると,

200g×
(20°
C― ノ)X4.2,/(g・

K)

200g)((χ -20°C)X4.2)/(g・ K)=100g)((60°C―χ)xO.38,/(g・
K)

水が χ [°C]に なつたとすると,

より, χ=21.7≒ 22°C
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